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哺乳類 ＜齧歯目（ネズミ目） ネズミ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
MAMMALIA ＜RODENTIA MURIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：－） 

カヤネズミ Micromys minutus (Pallas) 

 
【選定理由】 

国内では石川・福島県以南の本州、四国、九州とその属島に広く分布し、県内でも 19 市 5 町で生
息が認められているが、各地で市街化の進行にともなう生息地の改変により生息環境が急速に失わ
れつつある。 

【形 態】 
体重 5.3～14.0g、頭胴長 54.0～78.5mm、尾長 47～91mm、後足長 14～17mm、耳介長 7～12mm、

頭骨最大長 13.7～16.9mm。体は非常に小さく、背面の毛色は赤褐色から暗褐色まで変異がある。腹
面は白色。尾は長く、先端部の上面は裸出する。頭蓋では吻の短いのが特徴的であり、卵形で大き
な脳頭蓋に幅の狭い頬骨弓をもつ。鼓室胞は大型で、切歯孔の後縁は第 1 大臼歯の前縁付近かその
前方にある。乳頭式は 2+0+2=8。歯式は I1/1,C0/0,P0/0,M3/3=16（子安･織田, 2009 など）。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
春日井市、小牧市、北名古屋市、弥富市、

名古屋市、瀬戸市、尾張旭市、長久手市（過
去に記録がある：長久手町生活環境部環境課, 
2010）、日進市、東郷町、東海市（絶滅？）、
知多市、美浜町、南知多町、豊田市、みよし
市、岡崎市、安城市、幸田町、設楽町、新城
市、豊川市、豊橋市、田原市（宮尾ほか, 1984；
小鹿, 2005；子安･織田, 2009；野呂, 2015；
吉鶴, 2019）。 
【国内の分布】 
石川・福島県以南の本州、四国、九州、隠

岐道後、西ノ島、中ノ島、淡路島、豊島、因
島、大崎上島、対馬、天草下島、福江島、口
永良部島（高田ほか, 2001；Iwasa, 2015）。 
【世界の分布】 
ヨーロッパから東アジアにかけてのユーラ

シア大陸（Iwasa, 2015）。 
【生息地の環境／生態的特性】 

低地から標高 1,200m 付近までの山地に分 
布するが、低地の草地に多く、森林内にはみられない。春から秋にかけてイネ科草本やススキのよ
うな草本の茎の途中に植物の葉を細切したものを編み上げた球巣をつくり、産仔や育仔を球巣中で
おこなう。1 回に 2～8 仔を産む。冬期は地下の坑道にすむ。草本の茎葉、種子、果実、昆虫などを
食べる。野外での寿命は 1 年あまり（子安･織田, 2009 など）。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
本種はイネ科草本の草地に生息する特異な生活様式をもっているために、耕作の放棄された休耕

田や県下各地に見られるため池周辺の草地に発達していたことが分布の広がりを保証していた。こ
うした休耕地や河川敷・ため池周辺での「整備」によってイネ科草本の植生が失われ、生息域が急
速に失われつつある（子安･織田, 2009 など）。 

【保全上の留意点】 
休耕地、河川敷、ため池などの周辺では、特に市街化にともなって整備され、結果的にカヤネズ

ミの生息地が失われることが多い。こうした整備を行う場合は、見た目だけの美しさに固執せず、
生物多様性の保全に配慮した環境整備を企画する必要がある。 

【特記事項】 
日本哺乳類学会では種としてのランクが「不能」とされ、生態情報が十分蓄積されていない状況

が指摘されている（村上･金子, 1997）。東海市大田町で 2018 年に発見された生息地は開発によって
失われている（吉鶴, 2019）。 
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（子安和弘・織田銑一） 
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